
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

〃

出

○

国

民

健

康

保

険

組

合

の

規

約

の

変

更

認

可

長

寿

社

会

課

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

〃

○

〃

〃

○

道

路

の

供

用

開

始

道

路

整

備

課

【

公

告

】

○

都

市

計

画

の

案

の

作

成

に

関

す

る

公

聴

会

の

開

都

市

計

画

課

催 岡

山

県

公

報

令和３年１２月２１日 第１２３５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
八
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し

た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ゆ
ず
株
式
会
社 

  

２  

所
在
地 

津
山
市
野
村
三
〇
三
番
地
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

ゆ
ず
株
式
会
社 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

津
山
市
野
村
三
〇
三
番
地
一 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
〇
三
〇
〇
八
八
八 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

居
宅
介
護 

令和３年１２月２１日　岡山県公報　第１２３５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
九
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

共
同
生
活
援
助
事
業
所
や
ま
な
み
荘 

  

２  

所
在
地 

高
梁
市
原
田
北
町
一
二
一
四
番
地
一
四 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
ぞ
み 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

総
社
市
井
手
五
七
六
番
地
五 

サ
ン
パ
レ
ス
Ｎ
二
〇
二 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
二
〇
九
〇
〇
〇
五
七 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

共
同
生
活
援
助 

令和３年１２月２１日　岡山県公報　第１２３５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
号

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
組
合
の
規
約
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

組
合
の
名
称

岡
山
県
医
師
国
民
健
康
保
険
組
合

二

変
更
事
項

組
合
の
地
区

岡
山
県
、
広
島
県
福
山
市
及
び
府
中
市
並
び
に
兵
庫
県
赤
穂
市
、
神
戸
市
、
西
宮
市
及
び
佐
用
郡

佐
用
町
の
区
域

三

変
更
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
十
三
日

令和３年１２月２１日　岡山県公報　第１２３５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
皿
池
五
八
一
の
八
・
一
二
九
六
の
一
・
一
二
九
七
の
一
・
一
二
九
八

の
一
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（

次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
庁
及
び
里
庄
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

「

る

）
。

令和３年１２月２１日　岡山県公報　第１２３５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
富
仲
間
字
大
つ
り
峪
四
五
六
の
一
、
四
五
六
の
二
、
四
五
七
の
一
、
四
五
七
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡
野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

令和３年１２月２１日　岡山県公報　第１２３５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

総
社
市
槙
谷
字
畑
ケ
野
二
一
八
の
一
、
二
二
〇
の
一
、
二
二
四
の
一
、
二
二
五
、
字
畑
ケ
野
口
二

二
七
、
二
二
八
、
二
九
四
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
畑
ケ
野
二
二
〇
の
一
・
二
二
四
の
一
・
二
二
五
・
字
畑
ケ
野
口
二
二
七
・
二
二
八
・
二
九

四
の
三
（
以
上
六
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
総
社
市
役
所

「

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和３年１２月２１日　岡山県公報　第１２３５５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

一
般
国

四
八
二
号

真
庭
市
蒜
山
上
徳
山
字
内
海
口
井
手
ノ
上
九
八
四
番

令
和
三
年
十

道

一
地
先
か
ら

二
月
二
十
一

真
庭
市
蒜
山
上
徳
山
字
井
手
ノ
上
九
八
二
番
一
地
先

日

ま
で

令和３年１２月２１日　岡山県公報　第１２３５５号



〔
五
三
六
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
都
市
計
画
の
案
の
作
成
に
つ
い
て
、
公
聴
会
を
開
催
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県 

代
表
者 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
催
期
日 

 
 

令
和
四
年
三
月
十
八
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら 

二 

開
催
場
所 

 
 

倉
敷
市
西
中
新
田
六
四
○  

倉
敷
市
役
所
七
階
七
〇
一
会
議
室 

三 

意
見
書
の
提
出 

 

１ 

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
意
見
書
（
別
紙
様
式
）
を
令
和
四
年
一
月

七
日
か
ら
同
月
二
十
一
日
ま
で
の
期
間
内
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
（
提
出
先
は
、
岡
山
県
土
木

部
都
市
局
都
市
計
画
課
又
は
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
）
。 

 

２ 

意
見
書
を
提
出
し
た
者
は
、
公
聴
会
に
出
席
し
、
提
出
し
た
意
見
書
の
内
容
に
よ
り
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
意
見
書
を
提
出
し
た
者
が
多
数
の
場
合
は
、
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
数
又
は
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
制
限
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

四 

都
市
計
画
の
案
の
概
要 

 
 

岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
区
域
区
分
及
び
臨
港
地
区
の
変
更
。
な
お
、
詳
細
は
次
の
と
お
り
と
す

る
。 

 
 

（
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
令
和
四
年
一
月
七
日
か
ら
同
年
一
月
二
十
一

日
ま
で
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
及
び
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

五 

公
聴
会
の
開
催
の
中
止 

 
 

三
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
公
聴
会
を
中
止
す
る
。
そ
の
際
は
、
岡
山
県
公

報
に
登
載
す
る
と
と
も
に
、
開
催
期
日
の
七
日
前
ま
で
に
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
6
7
/

）
に
お
い
て
も
公
表
す
る
。 

 

六 

問
い
合
わ
せ
先 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
計
画
班
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 
電
話
〇

八
六
―
二
二
六
―
七
四
九
二
）
又
は
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
計
画
課
（
倉
敷
市
西
中
新
田

六
四
〇 

電
話
〇
八
六
―
四
二
六
―
三
四
五
五
）
。 

令和３年１２月２１日　岡山県公報　第１２３５５号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和３年12月21日付けの岡山県公報で公告された岡山県南広域都市計画区域

区分の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので申し

出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800 字程度にまとめること。 

   ２ 楷書で明瞭に記載すること。 

 

令和３年１２月２１日　岡山県公報　第１２３５５号



 別紙様式 

 

意見書 

 

 令和３年12月21日付けの岡山県公報で公告された岡山県南広域都市計画臨港

地区の変更に関する都市計画の案に対し，次のとおり意見を述べたいので申し

出ます。 

 

                      令和  年  月  日   

 

 岡山県知事       殿 

 

 

                                 申出者 

                                   住 所             

                                  （電話）            

                                   氏 名             

                                    

 意見の要旨及び理由（別紙） 

 

 

 

 

 

 意見を述べるために要する時間     約   分 

 

   （注）「意見の要旨及び理由」の記載要領 

     １ 800 字程度にまとめること。 

   ２ 楷書で明瞭に記載すること。 
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